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第
三
四
二
回
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
五
日
に
開
会

さ
れ
、
継
続
議
案
二
件
を
含
む
理
事
者
提
出
の
議
案
四

十
五
件
と
議
員
提
出
の
市
会
案
四
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
初
日
は
、
会
期
を
二
十
日
ま
で
の
十
六
日
間
と
定

め
た
後
、
九
月
定
例
会
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

平
成
十
六
年
度
決
算
認
定
議
案
二
件
に
つ
い
て
決
算
特

別
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
報

告
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
十
七
年

度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
四
十
一
議
案
が

上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

　

砂
子
三
郎
（
新
政
会
）、
川
端
義
秀
（
清
和
会
）

　

榮　

正
夫
（
日
本
共
産
党
）、
畑
中
章
男
（
新
政
会
）

　

宮
澤
秀
樹
（
清
和
会
）、
木
嶋
則
幸
（
新
政
会
）

　

谷
口
彰
三
（
清
和
会
）
の
七
議
員
が
、

ま
た
十
三
日
に
は
、

　

松
田
信
子
（
新
政
会
）、
米
村
輝
子
（
清
和
会
）

　

浦
井
智
治
（
日
本
共
産
党
）、
兼
井　

大
（
新
政
会
）

　

松
原
啓
治
（
清
和
会
）、
藤
堂
勝
義
（
公
明
党
）

の
六
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　

質
問
終
結
後
、
市
会
案
一
件
の
上
程
・
採
決
が
行
わ

れ
、
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
等
に
提
出
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
請
願
が
上
程
さ
れ
、
初

日
上
程
の
議
案
と
と
も
に
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
二
十
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
報
告
の

後
、
議
案
等
の
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案
四
十
一
件
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
引
き
続
い
て
、
総

合
交
通
対
策
特
別
委
員
長
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
事
に
関
す
る
追
加
議
案
二
件
が
上
程
・
採

決
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
市
会
案
三
件

の
上
程
・
採
決
が
行
わ
れ
、
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関

等
に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
の
結
果
は
、
別
掲
の

と
お
り
で
す
。

（１）

―市会案４件も可決―
議案45件を可決・認定・同意第342回12月定例会

ふるさとかるた地区予選会（東部児童センター）



考
え
が
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

答　

新
市
の
面
積
や
位
置
付
け
を
考

え
た
と
き
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
や

国
道
一
五
八
号
な
ど
の
主
要
幹
線
道

路
網
を
整
備
し
、
地
域
の
一
体
感
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
産
業
や
観
光

の
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
掲
げ
て

お
り
、
今
後
と
も
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
精
力
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
三
位
一
体
改
革
な
ど
大
き
な

課
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
要
請
活
動
に
参
加

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
て
も
、
積
極
的
に

要
請
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
立
奥
越
養
護

学
校
誘
致
の
進
ち
ょ

く
状
況
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

答　

養
護
学
校
の
早

期
開
設
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
や
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
八
月
に
は
大

野
・
勝
山
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
と
し

て
、
十
月
に
は
大
野 

問　

新
大
野
市
が
誕
生
し
、
市
長
は

引
き
続
き
市
政
発
展
の
た
め
に
大
い

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
が
、
平
成
十

八
年
の
改
選
に
当
た
り
、
考
え
を
聞

き
た
い
。

答　

六
年
七
月
の
就
任
以
来
、
今
日

ま
で
三
期
十
一
年
に
わ
た
り
、
市
民

と
の
対
話
を
通
し
て
、
開
か
れ
た
住

民
本
位
の
市
政
を
基
本
と
し
て
全
力

を
傾
注
し
市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て

き
た
。

　

こ
の
間
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

建
設
促
進
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
道

路
網
や
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整
備
、
ま
た

企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
場
の
創
出
、
ま
ち
な
か
観
光
な

ど
市
街
地
の
活
性
化
、
自
立
と
共
生

を
目
指
し
た
「
お
お
の
型　

食
・
農

業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
と
す

る
農
業
施
策
、
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
事
業
、
ま
た
全
国
へ
の
情
報
発
信

を
目
指
し
た
平
成
大
野
屋
事
業
、
北

部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の

住
環
境
整
備
や
少
子
高
齢
化
対
策
、

地
域
医
療
保
健
の
充
実
な
ど
各
分
野

に
わ
た
り
環
境
保
全
と
人
づ
く
り
に

留
意
し
て
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進

し
、
ほ
ぼ
公
約
を
果
た
し
て
き
た
。

　

特
に
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
亀

山
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
来
春
に
学

び
の
里
「
め
い
り
ん
」
が
供
用
開
始

さ
れ
、
ま
た
大
野
・
勝
山
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
管
理
者
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

や
最
終
処
分
場
も
稼
働
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
分
野
に
お

い
て
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、
亀
山
周

辺
整
備
事
業
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ー
ゲ

ー
ト
や
西
部
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

な
ど
、
い
ま
だ
道
半
ば
と
も
い
う
べ

き
事
業
や
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
新
大
野
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
推
進
、
国
が
進
め
る
三
位

一
体
改
革
に
伴
う
行
財
政
改
革
や
地

方
分
権
の
推
進
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
新

し
い
課
題
も
生
じ
て
お
り
、
今
後
と

も
市
長
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
重
い

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

首
長
の
多
選
は
弊
害
を
生
じ
や
す

く
、
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
が
、

公
約
し
た
一
部
の
事
業
を
果
た
さ
ぬ

ま
ま
に
身
を
引
く
こ
と
に
心
の
中
で

葛か
っ

藤と
う

し
て
い
る
。
今
し
ば
ら
く
は
、

私
の
進
退
に
対
す
る
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
来
た
る
べ
き
時
に
は
、
自

分
自
身
が
ど
ち
ら
か
の
道
を
選
ぶ
決

断
を
し
た
い
。

・
予
算
編
成
で
重
要
と
す
る
事
項

問　

平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
に
向

け
、
一
番
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
聞
き
た
い
。

答　

国
で
は
、
さ
ら
な
る
地
方
交
付

税
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

三
位
一
体
改
革
が
市
の
財
政
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
、
な
お

不
透
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
十
八

年
度
当
初
予
算
を
編
成
す
る
に
当
た

り
重
要
視
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

は
、
歳
入
で
は
、
今
後
示
さ
れ
る
地

方
交
付
税
の
見
直
し
な
ど
国
・
県
の

動
向
を
的
確
に
把
握
し
見
積
も
る
こ

と
で
あ
る
。
歳
出
で
は
、
第
五
次
大

野
市
行
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
た
職
員

数
の
削
減
や
合
併
に
伴
う
共
通
業
務

の
一
元
化
、
ま
た
外
部
委
託
の
推
進

な
ど
に
よ
り
経
費
の
削
減
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。

・
道
路
整
備
の
要
請

問　

地
域
間
格
差
を
な
く
す
た
め
に

道
路
整
備
は
必
要
不
可
欠
だ
が
、
地

方
の
意
見
と
し
て
国
に
求
め
て
い
く

市
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
県
に
、
ま
た
十

一
月
に
は
市
長
が
奥
越
二
市
を
代
表

し
て
県
教
育
長
に
要
望
し
た
。

　

県
で
は
「
平
成
十
四
年
に
策
定
し

た
基
本
構
想
で
は
、
障
害
の
重
複
化

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
知
的
障
害
だ

け
で
な
く
、
肢
体
不
自
由
や
病
弱
を

も
対
象
と
し
た
養
護
学
校
と
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
、
ま
た
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
、
自
宅
か
ら
の
通
学
を

前
提
に
大
野
市
・
勝
山
市
か
ら
の
交

通
ア
ク
セ
ス
や
県
立
高
校
の
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
方
針
を
出
す
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。

　

今
後
と
も
養
護
学
校
の
早
期
開
設

に
向
け
、
引
き
続
き
県
に
働
き
掛
け

て
い
き
た
い
。

○
市
長
の
政
治
責
務
に
つ

い
て

審　議　日　程

（２）

５日　本会議（会期の決定、決算委員長
報告・採決、議案上程・提案理由
の説明）

６日～11日　休　会
12日　本会議（一般質問）
13日　本会議（一般質問、市会案上程・

採決、請願上程、各案件委員会付
託）

14日　常任委員会（産経建設、民生環境）
15日　常任委員会（総務文教）
16日　特別委員会（総合交通対策）
17日～19日　休　会
20日　本会議（各委員長報告、質疑・討

論・採決、特別委員長報告、議案
上程・採決、市会案上程・採決）

○
県
立
奥
越
養
護
学
校
に

つ
い
て

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て



議案の審議結果　12月定例会

問　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
上
で
、

大
野
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
や

第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
に
は
財
政

の
枠
組
み
が
必
要
で
な
い
の
か
。

答　

大
野
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
策
定
し
、
編
入
さ
れ

た
和
泉
地
区
が
み
な
し
過
疎
地
域

　
（
合
併
前
日
に
過
疎
地
域
で
あ
っ
た

区
域
）
と
な
る
た
め
、
従
前
の
計
画

を
本
市
が
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

年
度
ご
と
に
計
画
を
積
み
上
げ
て
作

成
し
て
い
る
が
、
財
源
の
ほ
と
ん
ど

は
過
疎
対
策
債
で
手
当
て
を
行
う
。

　

ま
た
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
は
、
ロ

※

ー
リ
ン
グ
方
式
の
振

興
実
施
計
画
に
お
い
て
進
行
管
理

し
、
国
内
の
経
済
情
勢
や
地
域
経
済

の
状
況
変
化
を
反
映
さ
せ
て
毎
年
見

直
し
を
行
い
、
予
算
編
成
と
の
整
合

性
を
保
っ
て
い
る
。

　

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

歳
入
総
額
の
約
三
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
額
が
国
の
政
策
に
よ
り
大
き

く
変
動
す
る
た
め
長
期
的
な
計
画
を

示
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
三
年

程
度
の
短
期
的
な

財
政
計
画
策
定
に

つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

○
財
政
フ
レ
ー
ム
に
つ
い

て

（３）

議案
番号 件　　　　　名 結果

107
平成16年度大野市歳入歳出決算認
定について

認定

108
平成16年度大野市水道事業会計の
決算認定について

認定

195
平成17年度大野市一般会計補正予
算（第６号）案

原案
可決

196
平成17年度大野市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第５号）案

原案
可決

197
平成17年度大野市下水道事業特別
会計補正予算（第３号）案

原案
可決

198
平成17年度大野市介護保険事業特
別会計補正予算（第３号）案

原案
可決

199
大野市長期継続契約を締結するこ
とができる契約を定める条例案

原案
可決

200 大野市合併振興基金設置条例案
原案
可決

201
大野市ぶなの木台コミュニティセ
ンター設置条例の全部を改正する
条例案

原案
可決

202
大野市財政調整基金設置条例等の
一部を改正する条例案

原案
可決

203
大野市上大納スポーツランド設置
条例の全部を改正する条例案

原案
可決

204
大野市和泉総合福祉センター設置
条例の全部を改正する条例案

原案
可決

205
大野市児童館設置条例の全部を改
正する条例の一部を改正する条例
案

原案
可決

206
大野市地域特産物等加工施設設置
条例の全部を改正する条例案

原案
可決

207
大野市農村公園設置条例の全部を
改正する条例案

原案
可決

議案
番号 件　　　　　名 結果

208
大野市特用林産物生産施設設置条
例の全部を改正する条例案

原案
可決

209
大野市道の駅九頭竜設置条例の全
部を改正する条例案

原案
可決

210
大野市国民休養地設置条例の全部
を改正する条例案

原案
可決

211
大野市天狗岩ファミリーパーク設
置条例の全部を改正する条例案

原案
可決

212
大野市和泉前坂家族旅行村設置条
例の全部を改正する条例案

原案
可決

213
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市立集会所）

原案
可決

214
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市体育施設）

原案
可決

215
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市エキサイト広場総合
体育施設）

原案
可決

216
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（多田記念大野有終会館）

原案
可決

217
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市老人福祉センター）

原案
可決

218
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市健康保養施設）

原案
可決

219
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市立農村集落多目的共
同利用施設）

原案
可決

220
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市林業振興センター）

原案
可決

221
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市宝慶寺いこいの森）

原案
可決

222
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市ファミリーリゾート
休養施設）

原案
可決

議案
番号 件　　　　　名 結果

223
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市麻那姫湖青少年旅行
村）

原案
可決

224
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市まちなか観光拠点施
設）

原案
可決

225
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市石灯籠会館）

原案
可決

226
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市御清水会館）

原案
可決

227
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市元町会館）

原案
可決

228
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市駐車場）

原案
可決

229
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市自転車駐車場）

原案
可決

230
公の施設の指定管理者の指定につ
いて（大野市都市公園）

原案
可決

231
大野市過疎地域自立促進計画につ
いて

原案
可決

232
福井県市町村職員退職手当組合を
組織する地方公共団体の数の減少
及び同組合規約の変更等について

原案
可決

233

福井県市町村非常勤職員公務災害
補償組合を組織する地方公共団体
の数の減少及び同組合規約の変更
について

原案
可決

234
福井県自治会館組合を組織する地
方公共団体の数の減少について

原案
可決

235
福井県市町村交通災害共済組合を
組織する地方公共団体の数の減少
及び同組合規約の変更について

原案
可決

236 教育委員会委員の任命について 同意

237 公平委員会委員の選任について 同意

※ローリング方式
　計画の実施過程で、
計画と実績を毎年チェ
ックし、実情に合わせ
て計画を再編成して目
標の達成を図る方式

市会案番号 件          名 結　果
７ 「真の地方分権改革の確実な実現」に関する意見書 原案可決

８ 議会制度改革の早期実現に関する意見書 原案可決

市会案番号 件          名 結　果
９ 地方の道路整備の促進に関する意見書 原案可決

10 北朝鮮への経済制裁発動を求める意見書 原案可決

　※ 議案第107号と108号は12月５日に、市会案第７号は12月13日に、それ以外は12月20日にそれぞれ議決。



抑
止
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
登
録

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

登
録
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　

民
間
事
業
者
等
が
市
内
各
所
の

金
融
機
関
や
店
舗
・
事
務
所
等
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

設
置
状
況
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　

民
間
事
業
者
等
に
よ
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
、
事
業
活
動
で
必
要
性

に
迫
ら
れ
て
と
い
う
自
己
防
衛
的
な

観
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
市
が

関
与
す
る
こ
と
は
慎
重
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

全
国
的
に
、
記
録
さ
れ
た
画
像
の

取
り
扱
い
な
ど
に
不
安
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
公
共
の
場
所
に
向
け
ら
れ

た
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
や
利

用
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有

用
性
を
考
慮
し
、
市
民
の
権
利
利
益

を
保
護
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
都
市
が
出
て
き
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
現
在
、
道
路
や
公
園

等
の
公
共
の
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
設
置

台
数
が
多
く
な
り
、
市
民
の
不
安
が

増
幅
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
、

条
例
の
制
定
等
を
検
討
し
た
い
。

問　

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
と
七
間
・
寺

町
を
結
ぶ
観
光
と
大
東
染
工
跡
地
の

・
登
下
校
時
の
安
全
対
策

問　

子
供
を
狙
っ
た
悲
惨
な
事
件
が

後
を
絶
た
な
い
が
、
児
童
・
生
徒
の

通
学
路
な
ど
登
下
校
時
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

最
近
、
全
国
で
子
供
を
狙
っ
た

悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
市
で

は
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に

低
学
年
児
童
が
下
校
途
中
に
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
点
を
重
く
見

て
、
各
学
校
の
校
長
が
集
ま
り
、
今

ま
で
に
も
増
し
て
学
校
が
率
先
し
て

子
供
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に

し
た
。

　

通
学
路
を
定
期
的
に
担
当
教
員
が

見
回
っ
た
り
、
下
校
指
導
で
子
供
と

一
緒
に
危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
し

て
、
安
全
面
の
確
認
を
し
て
い
る
。

　

現
在
、
子
供
が
下
校
途
中
に
一
人

と
な
る
場
所
を
調
査
し
、
そ
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の
協
力
も
得

な
が
ら
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
各
学
校
ご
と
に
校
区
内
の
危

険
箇
所
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
逃

げ
込
め
る
場
所
な
ど
を
記
入
し
た
安

全
マ
ッ
プ
も
作
製
し
て
い
る
。
安
全

マ
ッ
プ
は
、
児
童
・
生
徒
の
危
機
意

識
の
向
上
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら

れ
、
今
後
も
新
し
く
造
成
さ
れ
る
道

路
や
少
子
化
に
よ
る
登
下
校
へ
の
影

響
、
危
険
箇
所
の
増
加
を
念
頭
に
置

き
、
適
宜
、
改
良
し
て
い
く
。

　

通
学
路
は
、
交
通
事
情
を
中
心
に

設
定
し
て
き
た
傾
向
に
あ
る
が
、
今

後
は
人
通
り
や
明
る
さ
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
て
い
る
。

・
平
成
十
八
年
度
の
施
策

問　

未
然
防
止
を
目
的
に
、
安
全
対

策
の
公
開
や
効
果
的
な
見
守
り
策
が

急
務
で
あ
る

が
、
十
八
年

度
の
施
策
を

聞
き
た
い
。

答　

犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、

地
域
の
目
が

大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ

て
い
る
。
本

市
に
は
大
野

警
察
署
や
教

育
関
係
機
関
、
各
種
団
体
等
で
「
大

野
市
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成

さ
れ
て
お
り
、
不
審
者
情
報
な
ど
の

共
有
化
を
図
り
、
子
供
の
安
全
を
守

る
た
め
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
広
報
紙
等
で
市
民

に
も
広
く
周
知
し
、
協
力
を
依
頼
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

十
八
年
度
に
は
、
子
供
を
守
る
た

め
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
地
域
か
ら

提
供
し
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
地

域
に
発
信
し
て
い
く
か
を
検
討
し
、

子
供
を
見
守
る
活
動
が
全
市
的
に
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

・
動
機
等
の
調
査

問　

万
引
き
に
つ
い
て
、
原
因
や
動

機
を
調
査
し
、
対
応
に
役
立
て
ら
れ

な
い
か
。

答　

万
引
き
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

が
警
察
と
連
携
し
て
指
導
を
徹
底
し

て
い
る
。
ま
た
市
学
校
補
導
連
絡
協

議
会
等
、
各
校
の
生
徒
指
導
主
事
が

集
ま
る
場
で
は
、
各
学
校
で
起
き
た

問
題
行
動
を
基
に
、
情
報
交
換
や
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研
修
を
行
い
未
然
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　

指
導
者
側
の
未
然
防
止
へ
の
対
応

と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の
道
徳
性

を
高
め
る
上
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
人
面
談
を
適
切

に
行
い
、
万
引
き
な
ど
問
題
行
動
の

活
用
方
法
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答　

大
和
町
地
係

に
あ
る
大
東
染
工

跡
地
は
、
敷
地
や

建
物
な
ど
の
荒
廃

化
が
進
み
、
周
辺

住
民
の
生
活
環
境

へ
の
悪
影
響
も
心 

配
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
三
年
に
は
、
地
元
区
長
の

連
名
で
、
跡
地
周
辺
の
住
民
の
生
活

環
境
を
守
る
と
と
も
に
、
本
市
中
心

部
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
利
用
を

求
め
る
旨
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
複
雑
な
権
利
関
係
が

あ
り
、
土
地
の
取
得
は
困
難
で
あ
っ

た
が
、
最
近
そ
の
権
利
関
係
が
解
決

し
、
土
地
の
売
買
が
可
能
な
状
況
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
具
体

的
な
計
画
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
越
前
大

野
駅
や
寺
町
通
り
な
ど
に
近
く
、
地

の
利
が
良
い
こ
と
か
ら
、
取
得
に
つ

い
て
、
価
格
や
そ
の
他
の
条
件
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

○
子
供
の
安
全
確
保
と
対

策
に
つ
い
て

（４）

○
大
東
染
工
跡
地
活
用
に

つ
い
て

○
犯
罪
防
犯
に
つ
い
て

請　願　の　処　理　結　果
番号 件　　　名 提　出　者 結　果

２
シビックセンター（仮称）ま
での、安全な通学路等の確保
についての請願書  

大野第五地区区長会 
会長　鈴木庄之助
外９団体 

採　択 

人事案件
教育委員会委員の任命に同意

山川　　秀氏（56歳・伏石）

公平委員会委員の選任に同意

駒原　武夫氏（68歳・西市）

農業委員会委員を議会推薦
　昨年11月７日の合併に伴い、第341
回臨時市議会で、和泉地区からの農業
委員会委員が１人推薦されました。

谷口 政幸氏（66歳・上大納）



・
重
点
項
目
の
取
り
組
み
状
況

問　

重
点
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
進
ち
ょ
く
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　

平
成
十
七
年
二
月
二
十
五
日
に

締
結
し
た
合
併
協
定
は
、
合
併
の
方

式
、
期
日
、
事
務
組
織
と
機
構
の
取

り
扱
い
、
市
町
村
建
設
計
画
等
、
二

十
一
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
市
町
村
建
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
十
七
年
度
か
ら
二
十
六

年
度
ま
で
の
十
年
間
を
計
画
期
間
と

し
、
合
併
特
例
法
の
定
め
に
よ
り
協

議
会
が
策
定
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
今
後
の
こ

と
と
な
る
が
、
現
在
、
作
成
を
進
め

て
い
る
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
で
も
、
こ
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
尊
重
し
、
整
合
性
を
図
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

年
次
ご
と
の
具
体
的
な
計
画
は
、

庁
内
に
お
け
る
政
策
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

三
年
ご
と
の
振
興
実
施
計
画
の
ロ
ー

リ
ン
グ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

・
地
域
経
済
の
支
援
計
画

問　

和
泉
地
区
の
経
済
支
援
計
画
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答　

合
併
に
よ
る
和
泉
地
区
の
支
援

計
画
に
つ
い
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
で
、
和

泉
地
区
の
役
割
と
整

備
方
針
を
明
記
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
に

沿
っ
て
和
泉
地
区
の

住
民
や
地
域
審
議
会

等
の
意
見
・
提
言
を

参
考
に
し
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
。

・
合
併
特
別
交
付
金

問　

今
後
四
年
間
の

市
町
村
合
併
特
別
交

付
金
の
使
途
目
標
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

市
町
村
合
併
特

別
交
付
金
は
、
市

町
村
合
併
に
伴
い

発
生
す
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
財
政
需
要
の

負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
あ
る
。
合

併
後
の
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
特

例
法
の
対
象
と
な

る
合
併
市
町
村
に

対
し
て
、
市
町
村

建
設
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
事

業
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
五

年
間
交
付
さ
れ
る
。
両
市
村
の
合
併

で
は
、
本
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま

で
、
毎
年
一
億
円
ず
つ
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
新
市
全
体
の
振
興

を
図
る
た
め
、
趣
旨
に
沿
っ
て
有
効

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
生
大
野
市
の
明
日
が
見
え
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
考

え
な
の
か
聞
き
た
い
。

答　

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
も
の
に
、
合
併
特
例
法
の
定

め
に
よ
り
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協

議
会
が
策
定
し
た
市
町
村
建
設
計
画

「
大
野
市･

和
泉
村
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
が
あ
る
。

　

計
画
で
は
、
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
を
「
新
た
な
発
見

と
強
い
絆
き
ず
な
で
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
、
将
来
像
を
「
九
頭
竜
の
源
流

と
城
下
町
が
育
は
ぐ
く
む
う
る
お
い
と
活
力

の
宝
庫
」
と
定
め
て
、
環
境
・
知
恵

・
安
心
・
快
適
・
交
流
・
活
力
と
い

う
六
つ
の
施
策
に
ま
と
め
て
い
る
。

新
市
に
は
、
九
頭
竜
川
や
広
大
な
森

林
等
の
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
か
な
歴

史
・
文
化
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
次
世

代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
大
切
な
宝
と
位

置
付
け
な
が
ら
、
福
井
県
の
東
玄
関

口
と
な
る
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し

て
、
さ
ら
に
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
情
報
化
、

自
然
と
の
調
和
と
共
存
を
テ
ー
マ
に

（５）

○
合
併
協
定
書
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
新
生
大
野
市
の
方
向
に

つ
い
て

し
た
森
林
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
学

び
の
里
、
市
街
地
活
性
化
の
五
つ
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
両
市

村
が
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を
継
承

し
つ
つ
、
新
市
全
体
を
学
び
の
里
と

位
置
付
け
、
大
都
市
圏
と
り
わ
け
中

京
圏
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
観
光

交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

有
望
で
あ
る
。

　

合
併
に
よ
り
、
国
・
県
に
よ
る
各

種
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、

見
直
す
べ
き
点
は
見
直
し
、
足
腰
の

強
い
行
財
政
の
基
盤
づ
く
り
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

和泉地区から３議員が在任
　合併に伴い、和泉地区から３人の議員が大野市議会
議員として在任することが決まりました。

第340回　11月2日臨時会
　第340回臨時市議会が11月２日に開会され「平
成17年度大野市一般会計補正予算（第４号）案」
など議案79件と市会案１件を可決しました。

23.木嶋則幸議員
（朝日）

24.清水一英議員
（下山）

25.登　久男議員
（上大納） 

 ※ 番号は議席番号

第341回　11月28日臨時会
　第341回臨時市議会が11月28日に開会され「平
成17年度大野市一般会計補正予算（第５号）案」
など議案５件と市会案１件を可決しました。
　また合併に伴い、常任委員会委員の選任と大野・
勝山地区広域行政事務組合議会議員の選挙が行わ
れました。

　常任委員会委員の選任
　　総務文教常任委員会　登　　久男
　　産経建設常任委員会　清水　一英
　　民生環境常任委員会　木嶋　則幸

　大野・勝山地区広域行政事務組合議会
　議員の選挙
　　当選　木嶋　則幸

第343回　１月臨時会 
　第343回臨時市議会が１月17日に開会され「平
成17年度大野市一般会計補正予算（第７号）案」
など議案３件を可決・承認しました。



議案の審議結果　11月２日臨時会
議案
番号 件　　　　　名 結果

111 平成17年度大野市和泉診療所事業
特別会計予算案

原案
可決

112 平成17年度大野市一般会計補正予
算（第４号）案

原案
可決

113 平成17年度大野市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第３号）案

原案
可決

114 平成17年度大野市老人保健特別会
計補正予算（第２号）案

原案
可決

115 平成17年度大野市簡易水道事業特
別会計補正予算（第２号）案

原案
可決

116 平成17年度大野市介護保険事業特
別会計補正予算（第２号）案

原案
可決

117 大野市和泉支所の設置等に関する
条例案 

原案
可決

118 和泉村の編入に伴う特別参与の設
置に関する条例案

原案
可決

119 大野市和泉情報通信施設の設置及
び管理運営に関する条例案

原案
可決

120 大野市和泉診療所事業特別会計条
例案

原案
可決

121 大野市過疎対策のための固定資産
税の課税免除に関する条例案

原案
可決

122 大野市ぶなの木台コミュニティセ
ンター設置条例案

原案
可決

123 大野市九頭竜万本さくら保全基金
設置条例案

原案
可決

124 大野市営和泉地区簡易水道基金設
置条例案

原案
可決

125 大野市学校給食センター設置条例
案

原案
可決

126 大野市和泉体育施設設置条例案 原案
可決 

127 大野市上大納スポーツランド設置
条例案 

原案
可決

128 大野市博物館設置条例案 原案
可決

129 大野市和泉総合福祉センター設置
条例案 

原案
可決

130 大野市和泉診療所設置条例案 原案
可決

131 大野市農林業者トレーニングセン
ター設置条例案

原案
可決

132 大野市地域特産物等加工施設設置
条例案 

原案
可決

133 大野市農村公園設置条例案 原案
可決

134 大野市山村開発センター設置条例
案

原案
可決

135 大野市木材工芸品加工施設設置条
例案

原案
可決

136 大野市特用林産物生産施設設置条
例案

原案
可決

137 大野市九頭竜保養の里設置条例案 原案
可決

議案
番号 件　　　　　名 結果

138 大野市道の駅九頭竜設置条例案 原案
可決

139 大野市国民休養地設置条例案 原案
可決

140 大野市天狗岩ファミリーパーク設
置条例案

原案
可決

141 大野市和泉前坂家族旅行村設置条
例案

原案
可決

142 大野市営大納ハイツ設置条例案 原案
可決

143 大野市消防本部及び消防署の設置
等に関する条例案

原案
可決

144 大野市消防団の設置等に関する条
例案

原案
可決

145 大野市消防団員の定員、任免、服
務、報酬等に関する条例案

原案
可決

146 大野市消防手数料条例案 原案
可決

147 大野市火災予防条例案 原案
可決

148
大野市議会議員に対する政務調査
費の交付に関する条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

149 大野市情報公開条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

150 大野市個人情報保護条例の一部を
改正する条例案

原案
可決

151 大野市防災会議条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

152 大野市防犯隊設置条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

153 大野市職員定数条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

154 大野市職員の再任用に関する条例
の一部を改正する条例案

原案
可決

155
大野市職員の分限に関する手続及
び効果に関する条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

156 大野市職員の定年等に関する条例
の一部を改正する条例案

原案
可決

157
大野市職員の懲戒の手続及び効果
に関する条例の一部を改正する条
例案

原案
可決

158 大野市職員の服務の宣誓に関する
条例の一部を改正する条例案

原案
可決

159 大野市職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例案

原案
可決

160
公益法人等への大野市職員の派遣
等に関する条例の一部を改正する
条例案

原案
可決

161 議会議員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例案

原案
可決

162
大野市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例案

原案
可決

163 大野市一般職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例案

原案
可決

164 大野市職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例案

原案
可決

議案
番号 件　　　　　名 結果

165 大野市職員等の旅費に関する条例
の一部を改正する条例案

原案
可決

166 大野市税賦課徴収条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

167
大野市総合保養地域における固定
資産税の特例措置に関する条例の
一部を改正する条例案

原案
可決

168 大野市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例案

原案
可決

169 大野市財政調整基金設置条例の一
部を改正する条例案

原案
可決

170 大野市国民健康保険基金条例の一
部を改正する条例案

原案
可決

171 大野市介護給付費準備基金条例の
一部を改正する条例案

原案
可決

172
大野市ふるさと・水と土保全対策
基金設置条例の一部を改正する条
例案

原案
可決

173 大野市立学校設置条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

174 大野市公民館設置条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

175 大野市文化財保護条例の一部を改
正する条例案

原案
可決

176 本願清水イトヨの里設置条例の全
部を改正する条例案

原案
可決

177 大野市立保育所設置条例の一部を
改正する条例案

原案
可決

178 大野市国民健康保険条例の一部を
改正する条例案

原案
可決

179 大野市介護保険条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

180
大野市休日急患診療所設置及び管
理に関する条例の一部を改正する
条例案

原案
可決

181 大野市営葬斎場設置及び管理条例
の一部を改正する条例案

原案
可決

182 大野市環境保全条例の一部を改正
する条例案

原案
可決

183 大野市環境美化推進条例の一部を
改正する条例案

原案
可決

184 バス運行事業に関する条例の一部
を改正する条例案

原案
可決

185
大野市農業委員会の選挙による委
員の定数条例の一部を改正する条
例案

原案
可決

186
大野市立農村集落多目的共同利用
施設設置条例の一部を改正する条
例案

原案
可決

187 大野市中小企業振興条例の一部を
改正する条例案

原案
可決

188 大野市営簡易水道等供給条例の一
部を改正する条例案

原案
可決

189 大野市営簡易水道等使用料金特別
条例の一部を改正する条例案

原案
可決

市会案番号 件          名 結　果
５ 大野市議会委員会条例の一部を改正する条例案 原案可決

（６）



問　

平
成
二
十
一
年
に
開
催
さ
れ
る

第
六
十
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
、

本
市
で
の
開
催
に
向
け
て
九
月
定
例

会
以
降
の
誘
致
活
動
の
状
況
を
聞
き

た
い
。

答　

全
国
植
樹
祭
は
、
開
催
地
の
都

道
府
県
と
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
が
主
催
し
、
例
年
、
開
催
地
市

町
村
は
実
施
本
部
の
下
で
記
念
式
典

の
準
備
や
運
営
等
の
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

　

県
は
、
水
害
の
教
訓
と
し
て
の
森

林
保
全
や
、
自
然
と
の
共
生
な
ど
の

課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
取
り
組
み

方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
方
針
を

検
討
し
て
お
り
、
開
催
地
の
正
式
な

決
定
は
、
十
八
年
八
月
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

市
は
、
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
の

大
会
の
開
催
に
よ
り
経
済
的
な
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
や
、
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
本
市
の
知
名

度
を
向
上
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
地

や
開
催
が
決
定
し
て
い
る
都
道
府
県

の
実
行
委
員
会
に
対
し
て
、
開
催
の

要
件
、
記
念
式
典
や
独
自
の
関
連
行

事
の
内
容
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
十
七
年
九
月
下
旬
に
産
業
経
済

部
長
が
県
の
担
当
課
へ
本
市
で
の
開

催
を
要
望
し
、
十
月
中
旬
に
は
市
長

が
副
知
事
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

　

本
市
は
、
九
頭
竜
川
上
流
域
に
位

置
し
、
県
内
最
大
規
模
の
森
林
は
下

流
域
の
水
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
今
後
は
、
市
が
展
開
し

て
い
る
市
民
参
加
型
の
森
林
保
全
活

動
や
水
環
境
の
保
持
に
努
め
て
い
る

活
動
実
績
な
ど
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
、関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

本
市
で
の
開
催
を
引
き
続
き
強
く
要

請
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
街
地
流
雪
溝
利
用
の
ル
ー
ル

づ
く
り
の
根
底
に
は
水
利
権
問
題
が

あ
り
、
そ
れ
を
見
直
さ
な
く
て
は
本

物
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
不
可
能
だ
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
の
見
通
し
を

聞
き
た
い
。

答　

市
で
は
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
流

雪
溝
の
整
備
計
画
を
策
定
し
た
。
平

成
十
三
年
に
こ
の
見
直
し
を
行
い
、

約
百
一
㌔
㍍
の
流
雪
溝
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

計
画
に
基
づ
き
、
十
六
年
度
末
で

約
八
十
㌔
㍍
の
整
備
を
終
え
、現
在
、

冬
期
間
の
街
中
の
雪
の
処
理
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
特
に
降
雪
が
多
い
日
な

ど
は
、
出
勤
前
の
時
間
帯
に
雪
処
理

が
集
中
す
る
こ
と
や
、
排
雪
機
械
に

よ
る
大
量
投
雪
な
ど
で
流
雪
溝
に
雪

が
詰
ま
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
道
路

に
水
が
あ
ふ
れ
、
市
民
生
活
に
支
障

を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。

　

流
雪
溝
は
、
市
街
地
に
広
範
囲
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
行
政
だ
け
で
す

べ
て
を
管
理
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
毎
年
、
除
雪
対
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
大
野
市
克
雪
市
民
会
議
を

開
催
し
、
市
街
地
の
区
長
や
関
係
団

体
等
へ
本
市
の
総
合
的
な
除
雪
計
画

で
あ
る
大
野
市
雪
害
対
策
計
画
書
を

説
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
流
雪
溝
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
流
雪
溝
の
能
力
に
見
合
っ

た
排
雪
を
関
係
区
が
協
議
し
、
相
互

に
連
絡
調
整
を
行
っ
て
排
雪
す
る
こ

と
や
、
市
街
地
水
路
の
水
門
操
作
に

つ
い
て
も
関
係
区
が
協
議
し
自
主
的

に
管
理
す
る
こ
と
な
ど
排
雪
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
、
適
正
な
利
用
を
依
頼

し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
地
区
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
大
野
市
克
雪

市
民
会
議
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
、
排
雪
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
依

頼
す
る
と
と
も
に
過
去
に
特
に
ひ
ど

い
水
つ
き
が
あ
っ
た
地
区
を
対
象
と

し
て
、
適
切
な
流
雪
溝
利
用
方
法
の

説
明
会
等
も
行
い
な
が
ら
、
快
適
な

冬
の
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問　

公
立
保
育
所
を
民
営
化
し
た
場

合
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

聞
き
た
い
。

答　

一
般
的
に
民
営
化
を
進
め
る
過

程
で
の
課
題
と
し
て
次
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

一
点
目
は
、
公
立
保
育
所
の
保
護

者
の
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
民

営
化
は
民
間
活
力
の
活
用
を
基
本
と

す
る
が
、
財
政
コ
ス
ト
や
財
政
効
率

化
を
理
由
と
し
た
民
営
化
は
、
保
護

者
か
ら
な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な

い
。
民
営
化
イ
コ
ー
ル
保
育
の
切
り

捨
て
、
保
育
の
質
の
低
下
と
い
う
考

え
が
保
護
者
の
中
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

二
点
目
は
、
保
育
内
容
の
選
択
の

問
題
で
あ
る
。
民
間
保
育
所
は
そ
れ

ぞ
れ
特
色
を
生
か
し
た
保
育
を
実
施

し
て
い
る
が
、
公
立
保
育
所
の
保
育

環
境
を
望
む
保
護
者
も
お
り
、
保
護

者
に
選
択
肢
を
与
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

三
点
目
と
し
て
、
公
立
保
育
所
職

員
の
配
置
や
身
分
、
処
遇
等
の
雇
用

条
件
面
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
も

あ
る
。

　

今
後
、
少
子
化
が
進
行
し
入
所
児

童
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本

市
全
体
の
保
育
所
の
適
正
配
置
や
定

員
設
定
の
見
直
し
も
同
時
に
進
め
て

い
き
た
い
。

（７）

○
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て

○
水
利
用
の
新
た
な
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て

議案の審議結果　 11月28日臨時会
議案番号 件　　　　　名 結　果

190
平成17年度大野市一般会計補正予算

（第５号）案
原案可決

191
平成17年度大野市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第４号）案

原案可決

192
平成17年度大野市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第４号）案

原案可決

193
平成17年度大野市下水道事業特別会計
補正予算（第２号）案

原案可決

194
大野市一般職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例案

原案可決

市会案番号 件　　　　　名 結　果
６ 農業委員会委員の推薦について 原案可決

議案の審議結果　１月臨時会 
議案番号 件　　　　　名 結　果

１
平成17年度大野市一般会計補正予算

（第７号）案
原案可決

２ 権利の放棄について 原案可決

３

専決処分の承認を求めることについて
　（福井県市町村消防団員等公務災害補
償等組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び同組合規約の変更について）

承　　認

○
保
育
所
の
民
営
化
に
つ

い
て



問　

助
成
制
度
を
就
学
前
ま
で
拡
充

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

市
で
は
、
国
の
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
の
制
定
を
受
け
て
、

平
成
十
七
年
三
月
に
大
野
市
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
を
策

定
し
、
子
育
て
支
援
施
策
を
進
め
て

い
る
。

　

こ
の
中
で
、
子
育
て
に
係
る
経
済

的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
と

一
体
と
な
り
充
実
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
子
供
を
安
心
し
て
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
、

現
在
の
三
歳
未
満
か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
に
拡
充
す
る
こ
と
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
県
に
対
し
て
も
、
現
行
の
三

歳
未
満
ま
で
の
補
助
対
象
年
齢
の
拡

充
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

・
三
位
一
体
改
革
の
影
響

問　

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
当
市
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

当
市
で
は
、
十
六
年
度
と
十
七

年
度
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金

が
約
一
億
六
千
五
百
万
円
削
減
さ
れ

た
。
そ
の
削
減
額
に
見
合
う
所
得
譲

与
税
は
、
一
億
三
千
五
百
万
円
程
度

し
か
譲
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
約
三
千

万
円
が
実
質
削
減
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
十
八
年
度
に
は
児
童
手
当

国
庫
負
担
金
と
児
童
扶
養
手
当
給
付

費
負
担
金
の
国
庫
負
担
率
の
引
下
げ

な
ど
に
よ
り
、
約
六
千
万
円
が
減
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
実
際
に
譲

与
さ
れ
る
所
得
譲
与
税
額
を
確
認
す

る
ま
で
明
確
に
言
え
な
い
が
、
実
質

削
減
額
の
約
三
千
万
円
に
つ
い
て

は
、
復
元
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
十
六
年
度
と
十
七
年
度
に
お

け
る
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
て
約

四
億
五
千
万
円
が
減
額
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
も
復
元
の
見
込
み
が
な
い

と
思
わ
れ
る
。

・
行
財
政
改
革
の
計
画

問　

十
八
年
度
の
行
財
政
改
革
の
計

画
を
聞
き
た
い
。

答　

三
位
一
体
改
革
等
の
影
響
を
最

小
限
の
も
の
と
し
、
厳
し
い
行
財
政

状
況
の
中
で
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

十
八
年
度
の
主
要
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
一
点
目
に
は
、
行
革
大
綱

に
示
し
て
あ
る
二
十
六
年
度
ま
で
の

定
員
管
理
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　

二
点
目
に
は
、
民
間
が
担
う
こ
と

が
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政

が
実
施
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
効

果
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
維
持
で
き
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
外
部
委
託
を
進

め
、
民
間
機
能
の
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

三
点
目
に
は
、
事
務
事
業
の
目
的

や
内
容
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
十
分

検
証
し
、
経
費
の
節
減
と
予
算
の
適

正
な
執
行
に
引
き
続
き
努
め
た
い
。

問　

六
呂
師
小
学
校
と
阪
谷
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
他
の

学
校
の
再
編
計
画
に
つ
い
て
も
聞
き

た
い
。

答　

六
呂
師
小
学
校
と
阪
谷
小
学
校

は
、保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
得
て
、

統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

統
合
に
当
た
っ
て
、
一
番
大
切
に

考
え
た
こ
と
は
、
統
合
後
の
子
供
た

ち
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

通
学
手
段
の
確
保
や
学
習
の
支
援
、

心
の
ケ
ア
な
ど
保
護
者
や
地
域
の
要

望
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
再
編
の
主
旨
は
、
二
十
一
世

紀
に
は
ば
た
く
児
童
・
生
徒
の
育
成

の
た
め
、
学
校
教
育
の
本
来
の
目
的

で
あ
る
適
切
な
集
団
活
動
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
あ
り
、
統
合
後
の
児
童

が
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
。

　

再
編
計
画
に
あ
る
他
の
地
区
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
地
元
の
説
明
会
が

開
催
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
を
中
心
と
し
て

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
、
森
目
小
学

校
・
富
田
小
学
校
・
蕨
生
小
学
校
・

乾
側
小
学
校
へ
の
説
明
会
を
重
点
的

に
開
催
し
て
、
地
域
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
再
編
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

こ
れ
ら
の
基
金
条
例
の
設
置
・

改
正
議
案
に
は
「
基
金
に
属
す
る
現

金
は
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価

証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
有
価
証
券
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
十
七
年
四
月
に
ペ
イ
オ
フ

が
全
面
解
禁
と
な
り
、
一
預
金
者
当

た
り
、
保
護
さ
れ
る
預
金
額
に
上
限

が
で
き
た
。市
も
一
利
用
者
と
し
て
、

保
護
さ
れ
る
範
囲
は
個
人
と
同
じ
で

あ
り
、
資
金
管
理
者
と
し
て
自
己
判

断
・
自
己
選
択
・
自
己
責
任
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
の
公
金
管
理
に
つ
い
て
は
、
大

野
市
公
的
資
金
管
理
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
運
用
基
準
に
基
づ
い
て
、

指
定
金
融
機
関
・
指
定
代
理
・
収
納

代
理
金
融
機
関
と
な
っ
て
い
る
市
内

金
融
機
関
の
経
営
状
況
調
査
や
、
基

金
の
預
け
先
と
そ
の
額
等
を
審
議
・

検
討
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
法
に
は
、
公
金
の
管
理

運
用
は
最
も
確
実
・
有
利
な
方
法
を

取
る
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今

日
の
金
融
情
勢
に
お
い
て
は
、
こ
の

二
つ
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

　

確
実
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
公

金
の
管
理
運
用
に
当
た
っ
て
い
る

が
、
預
金
先
や
預
金
の
方
法
を
分
散

す
る
ほ
か
、
有
価
証
券
の
購
入
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
、
今
回
、
基
金
の

管
理
を
有
価
証
券
で
行
え
る
こ
と
を

明
確
に
す
る
た
め
条
例
の
改
正
を
提

案
し
た
。

　

有
価
証
券
と
は
、
財
産
権
を
表
示

す
る
証
券
で
あ
り
、
そ
の
中
で
安
全

な
も
の
と
し
て
、
国
債
・
政
府
保
証

債
・
地
方
債
な
ど
元
本
保
証
の
も
の

が
あ
る
。

　

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
対
応
す
る

た
め
、
大
野
市
債
券
運
用
方
針
に
基

づ
き
元
本
保
証
の
日
本
国
債
を
購
入

し
て
お
り
、
今
後
は
政
府
保
証
債
・

地
方
債
な
ど
元
本
保
証
の
債
券
運
用

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

（８）

○
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い

て

○
学
校
再
編
計
画
に
つ
い

て

○
議
案
第
二
〇
〇
号
・

二
〇
二
号
に
つ
い
て 

○
平
成
十
八
年
度
予
算
編

成
に
つ
い
て 



（９）

●
市
税
収
入
に
つ
い
て

　

滞
納
繰
越
分
を
含
め
た
全
体
の
市

税
徴
収
率
は
下
が
っ
て
お
り
、
ま
じ

め
に
納
税
し
て
い
る
市
民
か
ら
見
れ

ば
非
常
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
市
民
の
間
に
納

税
に
対
す
る
不
公
平
感
が
生
じ
る
懸

念
が
あ
る
の
で
、
公
平
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
早
急
に
差
し
押
さ
え
等
の
措

置
を
講
じ
る
な
ど
厳
格
に
対
応
さ
れ

た
い
。

●
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

医
療
費
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、

病
気
に
か
か
ら
な
い
健
康
な
体
づ
く

り
と
、
万
が
一
病
気
に
か
か
っ
た
場

合
に
は
、
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

治
療
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
自
ら

が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
支
援
体
制
を
早
急

に
整
備
し
、
健
康
づ
く
り
の
目
標
や

指
標
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
の
収
集
や

資
料
を
作
成
さ
れ
た
い
。

●
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

現
在
、
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
が
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
を
建
設
中
で
あ
る
。
大
野
市
と
勝

山
市
で
統
一
さ
れ
た
新
し
い
分
別
方

法
に
よ
り
ご
み
収
集
を
行
う
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
で
不
適

切
な
分
別
に
よ
る
ご
み
出
し
が
行
わ

れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
新
し

い
分
別
方
法
へ
の
移
行
で
さ
ら
に
ご

み
の
分
別
が
混
乱
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
各
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
員
の
協
力
を
得
て
、
モ
デ
ル
的
な

活
動
の
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た
い
。

●
子
供
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て

　

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
、
大
人
の

常
識
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と

が
数
多
く
あ
る
。
子
供
た
ち
に
適
切

な
指
導
・
助
言
を
与
え
る
た
め
に
、

学
校
の
先
生
や
悩
み
事
な
ど
の
相
談

を
受
け
持
つ
支
援
員
・
相
談
員
は
新

し
い
情
報
や
知
識
を
常
に
求
め
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
分
な
研

修
経
費
の
予
算
を
計
上
さ
れ
た
い
。

●
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

　

近
年
、
急
速
に
情
報
化
が
進
展
し

て
お
り
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が

果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
学
び
の
里
「
め
い
り

ん
」
の
一
部
と
し
て
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
の
で
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
市

民
が
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
配
置

場
所
を
含
め
て
管
理
・
運
営
方
法
等

を
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

●
大
野
型
農
業
に
つ
い
て

　

た
い
肥
を
利
用
し
た
有
機
農
業
を

推
進
す
る
た
め
に
サ
ト
イ
モ
等
の
実じ
っ

証し
ょ
う
ほ圃
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
一
般
農
家
ま
で
普
及

し
て
初
め
て
意
義
が
生
ま
れ
る
。

　

実
証
圃
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
有

効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
長
期
に

わ
た
り
環
境
保
全
を
可
能
と
す
る
施

策
の
展
開
や
専
門
的
な
職
員
の
養
成

を
検
討
さ
れ
た
い
。

●
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

　

市
街
地
が
活
性
化
す
れ
ば
波
及
効

果
が
市
全
体
に
及
び
、
市
税
等
の
増

収
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

市
民
や
事
業
者
向
け
の
各
種
補
助

事
業
の
具
体
的
内
容
を
周
知
し
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
等

を
支
援
す
る
商
業
振
興
基
金
の
有
効

的
活
用
や
福
祉
の
観
点
か
ら
も
、
商

業
振
興
等
を
視
野
に
入
れ
た
斬ざ
ん

新し
ん

な

手
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

●
職
員
に
つ
い
て

　

人
づ
く
り
研
修
事
業
等
に
参
加
し

た
職
員
が
得
た
知
識
を
ほ
か
の
職
員

に
伝
え
れ
ば
、
職
員
全
体
の
資
質
向

上
に
つ
な
が
る
。
間
接
的
に
は
市
民

の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
職
場
の
状
況
に
応

じ
た
職
員
研
修
を
検
討
し
、
施
策
に

反
映
さ
れ
た
い
。

●
住
宅
建
設
に
つ
い
て

　

高
齢
者
向
け
や
若
者
向
け
の
住
宅

建
設
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
対
応
さ
れ
た
い
。

●
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
介
護
保
険
の
利
用
が
急

激
に
伸
び
て
き
た
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
育
成
が
追
い
つ
か
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

各
介
護
施
設
の
状
況
を
的
確
に
把

握
し
、
利
用
者
の
意
見
を
十
分
聞
き

な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
質

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
予
算
計
上
に
つ
い
て

　

予
算
の
執
行
率
が
極
端
に
低
い
事

業
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

効
率
的
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら

は
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
来
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
慣
例
的
に
計
上
す
る
の
で
は
な

く
、
市
民
に
と
っ
て
真
に
有
効
な
事

業
で
あ
る
の
か
、
原
点
に
立
ち
返
っ

て
検
討
さ
れ
た
い
。

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
本
市
の
財
政
は
厳
し
い

状
況
が
予
測
さ
れ
る
。

　

第
五
次
行
政
改
革
大
綱
の
趣
旨
に

沿
い
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
山
積
す
る
市
政
の

重
要
課
題
を
解
決
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
全
庁
体
制
で
健
全
財
政
の
堅

持
を
念
頭
に
予
算
付
け
さ
れ
た
い
。

平
成
十
六
年
度 

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

決
算
特
別
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
意
見
は   

次
の
と
お
り
で
す

会 計 区 分 予 算 規 模 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

一 般 会 計 158億1,042万円 145億1,680万円 139億8,009万円 5億3,671万円

国民健康保険事業
特 別 会 計

31億6,618万円 32億4,390万円 31億344万円 1億4,046万円

老 人 保 健
特 別 会 計

46億994万円 45億5,485万円 45億5,096万円 389万円

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

9,575万円 8,670万円 7,781万円 889万円

農業集落排水事業
特 別 会 計

5億5,880万円 5億1,483万円 4億8,484万円 2,999万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

14億7,791万円 11億8,505万円 11億8,505万円 0円

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

24億8,445万円 24億8,294万円 24億1,005万円 7,289万円

合 計 282億345万円 265億8,507万円 257億9,224万円 7億9,283万円

平成16年度　大野市各会計決算総括表

会 計 区 分
予　定　額

（消費税含む）
水道事業収益

（消費税含まず）
水道事業費用

（消費税含まず）
差 引 残 額

水 道 事 業 会 計
（収益費用）

1億3,110万円 1億2,015万円 1億2,015万円 0円



●
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
の
指
定

管
理
者
と
し
て
財
団
法
人
大
野
市
公

共
施
設
管
理
公
社
の
指
定
が
提
案
さ

れ
た
が
、
第
五
次
大
野
市
行
政
改
革

で
平
成
二
十
六
年
度
の
職
員
数
を
現

在
数
の
一
割
減
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
考
え

方
で
職
員
を
配
置
し
、
自
ら
が
民
間

経
営
の
考
え
方
で
管
理
し
な
け
れ

ば
、
自
治
体
は
生
き
残
れ
な
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

○
基
金
条
例
の
設
置
・
改
正
議
案
に

つ
い
て

　

委
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
条

例
案
に
お
い
て
、
有
価
証
券
の
説
明

と
し
て
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
「
国

債
等
」
と
明
記
す
べ
き
で
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
も
法
の
定
め
る
範
囲
内
で
資
金

管
理
を
し
て
お
り
、
時
の
職
務
権
限

者
が
法
令
の
解
釈
を
曲
げ
ら
れ
る
余

地
が
な
く
、
ま
た
国
が
破
た
ん
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
現
状
で
は
国

債
が
最
も
確
実
有
利
な
方
法
で
あ
る

と
の
意
見
も
出
さ
れ
、可
と
決
し
た
。

○
要
望
に
つ
い
て

　

「
北
朝
鮮
へ
経
済
制
裁
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
に
つ
い
て
、
拉
致
被
害
者
に
関

す
る
真
相
究
明
と
生
存
者
を
直
ち
に

帰
国
さ
せ
る
よ
う
強
く
北
朝
鮮
側
に

要
求
し
、
迅
速
か
つ
誠
意
あ
る
対
応

が
な
い
場
合
に
は
、
経
済
制
裁
を
発

動
し
て
一
日
も
早
く
問
題
解
決
を
図

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
数
を

占
め
、
政
府
関
係
機
関
等
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　

「
奥
越
養
護
学
校（
仮
称
）の
誘
致

に
つ
い
て
の
要
望
書
」に
つ
い
て
は
、

広
域
行
政
事
務
組
合
や
市
独
自
で
も

県
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
当
市
に
建
設
さ
れ
る

よ
う
積
極
的
な
活
動
を
要
請
し
た
。

●
民
生
環
境
常
任
委
員
会

○
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

　

リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
な
ど
、

ま
だ
地
域
で
ご
み
に
対
す
る
意
識
に

温
度
差
が
見
受
け
ら
れ
る
。
資
源
の

有
効
利
用
や
新
し
い
ご
み
処
理
施
設

の
適
正
な
管
理
運
営
の
た
め
に
も
市

民
の
意
識
高
揚
に
つ
い
て
、
今
後
の

一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。 

○
窓
口
業
務
に
つ
い
て

　

市
民
生
活
に
直
結
し
て
お
り
、
利

便
性
や
迅
速
性
、
情
報
保
護
が
強
く

望
ま
れ
る
。
戸
籍
の
電
算
化
な
ど
他

の
情
報
共
有
化
と
調
整
を
図
り
、
和

泉
支
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
の
自
転
車
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
非
公

募
で
財
団
法
人
大
野
市
公
共
施
設
管

理
公
社
を
五
年
間
指
定
し
、
こ
れ
に

伴
う
債
務
負
担
行
為
が
一
般
会
計
補

正
予
算
に
含
ま
れ
て
い
る
。
放
置
自

転
車
の
撤
去
な
ど
新
た
な
委
託
業
務

内
容
を
考
慮
し
て
も
指
定
管
理
者
制

度
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
明
確
で

な
く
、
指
定
期
間
や
委
託
料
の
算
定

な
ど
十
分
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

●
産
経
建
設
常
任
委
員
会

○
観
光
客
用
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
、
西
部
ア
ク
セ

ス
道
路
を
視
野
に
入
れ
全
庁
体
制
で

設
置
場
所
を
検
討
し
、
観
光
客
や
市

民
が
快
適
で
使
い
や
す
い
施
設
と
な

る
よ
う
、
構
造
等
を
含
め
た
設
計
に

つ
い
て
も
再
度
検
討
さ
れ
た
い
。 

○
道
路
の
除
雪
に
つ
い
て

　

安
定
し
た
市
民
生

活
を
守
る
た
め
、
生

活
基
盤
で
あ
る
道
路

を
大
雪
で
も
安
全
通

行
で
き
る
よ
う
迅
速

に
除
雪
し
、
道
路
幅

員
を
確
保
さ
れ
た

い
。 

○
請
願
に
つ
い
て

　

請
願
二
号
「
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）ま
で
の
安
全

な
通
学
路
等
の
確
保

に
つ
い
て
の
請
願
書
」
の
趣
旨
は
十

分
理
解
で
き
、
有
終
西
小
学
校
の
児

童
を
含
め
た
市
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で
あ

り
、
最
大
限
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
「
採
択
」
と
決
し
た
。

○
意
見
書
に
つ
い
て

　

「
地
方
の
道
路
整
備
の
促
進
に
関

す
る
意
見
書
」
は
、
第
四
次
大
野
市

総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
っ
て
い
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が

計
画
ど
お
り
整
備
促
進
す
る
こ
と
を

強
く
望
む
も
の
で
あ
り
、
市
の
道
路

施
策
等
を
十
分
勘
案
し
て
政
府
関
係

機
関
等
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
た
。

●
総
合
交
通
対
策

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

○
中
部
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て

　

大
野
油
坂
道
路
に
つ
い
て
は
、
当

市
が
福
井
県
の
東
玄
関
口
と
な
っ
た

こ
と
と
市
民
が
長
く
熱
望
し
て
い
る

道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
計
画
に

早
期
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
県
選
出
の
国
会
議
員
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
等
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
し
た
。

○
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

　

四
月
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
一
日

一
便
運
行
さ
れ
て
い
る
市
営
バ
ス
和

泉
線
に
つ
い
て
、
和
泉
地
区
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
や
市
役
所
へ
通
勤
す

る
職
員
等
も
含
め
た
交
通
手
段
の
在

り
方
と
し
て
、
来
春
ま
で
に
最
善
の

方
策
を
検
討
す
る
よ
う
申
し
入
れ

た
。
ま
た
市
営
バ
ス
和
泉
線
と
白
山

線
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
蕨
生
線
に
つ

い
て
、
少
し
で
も
費
用
対
効
果
が
上

が
る
よ
う
全
体
の
運
行
経
路
の
見
直

し
を
要
請
し
た
。

○
越
美
北
線
に
つ
い
て

　

列
車
内
で
行
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
な
ど
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
と

十
分
協
議
し
な
が
ら
、
利
用
促
進
事

業
の
展
開
を
図
る
よ
う
求
め
た
。

（10）

　

各
委
員
会
に
お
け
る
協
議
事

項
・
意
見
・
要
望
等
の
趣
旨
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら

の
報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
報
告

議　会　日　誌
◆10月
17日～11月22日　決算特別委員会
26日　会派代表者会議・議会運営委員会・    

議員全員協議会・市町村合併対策
特別委員会

◆11月
２日　第340回臨時市議会
　〃　　愛知県豊田市議会行政視察来訪
11日　岐阜県白川町議会行政視察来訪
16日　北海道恵庭市議会行政視察来訪
18日　県市議会議長会議員合同研修会    

（鯖江市）
21日　会派代表者会議・議会運営委員会
22日　総務文教常任委員会協議会・産経    

建設常任委員会協議会
28日　第341回臨時市議会
　　　会派代表者会議・議会運営委員会
30日　総務文教常任委員会協議会
◆12月
５日～20日　第342回定例市議会
22日～26日　大野・勝山地区広域行政事       

務組合議会定例会
◆１月
10日　会派代表者会議・議会運営委員会
12日　福井県市議会議長会臨時総会
　　　（福井市）
17日　第343回臨時市議会
　　　総務文教常任委員会協議会


